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消
費
税
法
成
立
か
ら

今
日
ま
で
の
流
れ

■
昭
和
63
年

消
費
税
法
が
成
立
、
12

月
30
日
公
布

■
平
成
元
年
4
月

消
費
税
法
施
行 

税
率

３
％

■
平
成
９
年
４
月

村
山
内
閣
で
内
定
し
て

い
た
地
方
消
費
税
の
導
入

と
消
費
税
等
の
税
率
引
き

上
げ
（
地
方
消
費
税
を
合

わ
せ
て
５
％
）
を
橋
本
内

閣
が
実
施
。

■
平
成
15
年

消
費
税
課
税
業
者
の
免

税
点
が
売
上
３
千
万
円
か

ら
１
千
万
円
に
引
き
下
げ

ら
れ
る
。

■
平
成
16
年

価
格
表
示
の
「
税
込
表

示
」
が
義
務
づ
け
。

■
平
成
24
年
８
月

野
田
内
閣
に
て
消
費
税

増
税
を
柱
と
す
る
社
会
保

障
・
税
一
体
改
革
関
連
法

案
が
成
立
。

■
平
成
25
年
10
月

第
２
次
安
倍
内
閣
に
て

消
費
税
を
地
方
消
費
税
と

合
わ
せ
て
５
％
か
ら
８
％

に
引
き
上
げ
を
閣
議
決
定
。

■
平
成
26
年
４
月

消
費
税
を
地
方
消
費
税

と
合
わ
せ
て
８
％
に
引
き

上
げ
る
。

■
平
成
27
年
10
月

消
費
税
を
地
方
消
費
税

と
合
わ
せ
て
８
％
か
ら
10

％
に
引
き
上
げ
予
定
。

第
97
号
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
新
規
導
入
さ

れ
る
物
部
町
地
域
の
エ
リ
ア
型
デ
マ
ン
ド
バ
ス

に
つ
い
て
の
必
要
な
条
例
改
正
で
す
。
エ
リ
ア

型
デ
マ
ン
ド
バ
ス
は
、
あ
ら
か
じ
め
利
用
者
登

録
を
さ
れ
て
い
る
方
か
ら
の
事
前
予
約
に
基
づ

い
て
、
各
集
落
地
と
町
中
心
部
と
の
間
を
自
在

に
運
行
す
る
形
を
と
っ
て
お
り
、
従
来
の
路
線

バ
ス
と
は
運
行
形
態
が
異
な
り
ま
す
。

エ
リ
ア
型
デ
マ
ン
ド
バ
ス
は
、
従
来
の
走
行

距
離
に
よ
る
料
金
設
定
が
実
態
に
そ
ぐ
わ
ず
、

片
道
２
０
０
円
の
定
額
制
で
運
行
さ
れ
る
等
、

条
例
の
変
更
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

議
案
第
96
号
に
対
し
４

名
の
議
員
よ
り
修
正
動
議

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
96
号
は
、
平
成

26
年
４
月
１
日
よ
り
消
費

税
が
８
％
に
引
上
げ
ら
れ

る
こ
と
に
伴
い
、
本
市
の

公
の
施
設
の
使
用
料
、
公

営
企
業
の
料
金
等
で
消
費

税
の
課
税
対
象
に
該
当
す

る
も
の
に
係
る
料
金
額
を

引
上
げ
る
も
の
で
す
。

議
案
に
対
す
る
賛
成
・

反
対
の
各
討
論
の
要
旨
は

次
の
と
お
り
で
す
。
各
議

員
の
賛
否
に
つ
い
て
は
７

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
修
正
動
議
と
は
、
会
議

中
に
原
案
の
内
容
の
変
更

を
求
め
て
提
出
さ
れ
る
予

定
議
案
以
外
の
議
題
を
議

員
が
提
出
す
る
こ
と
。
修

正
動
議
が
提
出
さ
れ
る
と

「
原
案
に
賛
成
」
「
修
正

案
に
賛
成
」
「
両
案
に
反

対
」
と
い
う
形
で
審
議
が

行
わ
れ
ま
す
。

消
費
税
増
税
に
関
連
し
た
議
案
に
修
正
動
議
！

原
案
に
反
対

日
本
共
産
党
と

　

く
ら
し
と
福
祉
を
守
る
会

濱
田
百
合
子
議
員

使
用
料
な
ど
の
改
定
は

市
民
の
厳
し
い
生
活
実
態

を
見
る
と
き
、
消
費
税
法

第
60
条
６
項
を
根
拠
と
す

る
、
納
税
義
務
の
発
生
し

な
い
一
般
会
計
に
係
る
部

分
は
値
上
げ
を
し
な
い
、

ま
た
は
極
力
影
響
を
抑
え

る
べ
き
。
国
の
法
改
正
に

よ
る
一
般
会
計
へ
の
影
響

は
、
市
の
努
力
に
よ
っ
て

乗
り
越
え
る
べ
き
も
の
で

あ
り
、
機
械
的
に
市
民
に

負
わ
せ
る
姿
勢
に
は
疑
問

を
感
じ
る
。

原
案
に
賛
成

自
由
ク
ラ
ブ

竹
平
豊
久
議
員

課
税
さ
れ
て
い
る
使
用

料
等
の
本
体
の
適
性
を
論

ず
る
べ
き
で
あ
る
。
本
市

の
各
種
施
設
等
を
利
用
し
、

現
在
支
払
っ
て
い
る
使
用

料
等
に
つ
い
て
は
大
多
数

の
利
用
者
は
支
払
い
義
務

と
し
て
受
け
入
れ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。
消
費

税
の
税
率
が
上
が
れ
ば
使

用
料
に
係
る
消
費
税
を
上

げ
る
の
は
、
社
会
通
念
上
、

ご
く
自
然
で
順
当
で
あ
り
、

第
96
条
は
市
民
の
理
解
を

得
ら
れ
る
と
推
察
す
る
。

注目議案！『議案第 97号香美市地域公共交通事業に関する条例の制定について』

※行きの予約の際に、帰りの予約もできます。
図．エリア型デマンドバスのイメージ

②受付 ①予約

①氏名、場所、時間、
目的地を電話で予約
します。

②受付後に時間と乗
車場所の連絡がきま
す。

③乗車場所から
目的地へ

③指示のあった場所
で乗車し、目的地へ
（片道200円）。
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ち
ょ
っ
と
小
話

　
八
王
子
宮
、
桜
の
木
の
話

　（
議
案
83
号
の
質
疑
よ
り
）

　

八
王
子
宮
は
３
７
３
年
前
、
野
中
兼
山
が
中
井

川
を
開
設
し
た
時
に
、
明
治
八
王
子
に
あ
っ
た
八

王
子
宮
を
現
在
の
と
こ
ろ
に
移
設
し
た
。
そ
れ
以

来
、
町
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る

経
過
か
ら
、
桜
の
木
は
そ

の
頃
に
植
え
ら
れ
始
め
た

の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ

れ
て
い
る
。
今
回
は
50
～

60
年
の
古
木
２
本
を
若
木

に
植
え
替
え
る
。

パ
ソ
コ
ン
の
入
れ
替
え
と
、
ソ
フ
ト
の
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
を
リ
ー
ス
契
約
終
了
直
前
の
９
月
中
に
済

ま
せ
る
に
は
、
３
月
議
会
で
契
約
を
締
結
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
追
加
議
案
と
し
て
提
出
さ
れ
、
全

員
賛
成
に
て
可
決
し
ま
し
た
。
詳
し
い
内
容
は
左
記

の
と
お
り
。

■
業
務
用
パ
ソ
コ
ン
購
入
費
２
５
９
２
万
７
千
円

　

平
成
26
年
４
月
に
サ
ポ
ー
ト
終
了
と
な
る
Ｗ
ｉ
ｎ

ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
Ｘ
Ｐ
搭
載
パ
ソ
コ
ン
の
内
、
２
０
０
台
の

入
れ
替
え
を
行
う
。

■
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
・
オ
フ
ィ
ス
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ラ

イ
セ
ン
ス
購
入
費
１
３
８
９
万
６
千
円

　

入
れ
替
え
を
行
う
パ
ソ
コ
ン
２
０
０
台
の
オ
フ
ィ

ス
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
他
、
合
わ
せ
て
必
要
な
数
種

類
の
ソ
フ
ト
の
購
入
も
行
う
。

平成２５年度一般会計補正予算（第 3号）を可決
補正額：６, ８２２万３千円を追加（総額１７０億９, ４９３万７千円）

　

本
定
例
会
に
お
い
て
、
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）
を
全
員
賛
成
に
て

可
決
し
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
左
記
の

通
り
で
す
。
下
表
は
項
目
別
の
補
正
金

額
で
す
。

■
体
育
施
設
建
設
工
事
額
の
減
額
（
宝

町
体
育
館
の
改
修
工
事
）

　

利
用
団
体
と
の
調
整
も
終
え
、
設
計

が
完
了
し
た
。
平
成
26
年
秋
か
冬
頃
に

完
成
予
定
。
工
事
費
の
減
額
は
翌
年
繰

越
金
額
変
更
に
伴
う

も
の
で
、
総
事
業
費

に
変
更
は
な
い
。

■
雇
用
対
策
費１

６
２
万
６
千
円
の
追
加

繁
藤
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
（
仮
称
）
の

開
業
に
向
け
運
営
準
備
の
た
め
の
事
業

と
し
て
起
業
支
援
型
地
域
雇
用
創
造
事

業
費
補
助
金
を
活
用
し

た
委
託
料
の
追
加
。

■
各
施
設
で
光
熱
費
の
追
加

電
気
料
金
値
上
げ
と
夏
の
猛
暑
に
よ

る
電
気
使
用
量
の
増
加
に
よ
り
、
各
施

設
で
光
熱
費
が
追
加
。

歳入 補正前 補正額 計
１. 市税 2,432,937 0 2,432,937
２. 地方譲与税 134,746 0 134,746
３. 利子割交付金 11,144 0 11,144
４. 配当割交付金 4,180 0 4,180
５. 株式等譲渡所得割交付金 1,115 0 1,115
６. 地方消費税交付金 250,134 0 250,134
７.ゴルフ場利用税交付金 14,869 0 14,869
８.自動車取得税交付金 23,673 0 23,673
９. 地方特例交付金 16,284 -10,038 6,246
10. 地方交付税 6,450,000 816,931 7,266,931
11. 交通安全対策特別交付金 4,800 0 4,800
12. 分担金及び負担金 185,105 700 185,805
13. 使用料及び手数料 248,046 260 248,306
14. 国庫支出金 1,989,642 39,929 2,029,571
15. 県支出金 1,384,248 38,252 1,422,500
16. 財産収入 34,961 428 35,389
17. 寄付金 5,443 0 5,443
18. 繰入金 603,636 -225,296 378,340
19. 繰越金 194,971 0 194,971
20. 諸収入 261,387 20,750 282,137
21. 市債 2,775,393 -613,693 2,161,700

計 17,026,714 68,223 17,094,937

歳出 補正前 補正額 計
１. 議会費 167,256 0 167,256
２. 総務費 2,349,122 23,009 2,372,131
３.民生費 4,737,372 69,045 4,806,417
４. 衛生費 1,215,620 -21,492 1,194,128
５. 労働費 128,119 1,626 129,745
６. 農林水産費 941,596 398 941,994
７. 商工費 159,018 984 160,002
８. 土木費 1,079,568 4,966 1,084,534
９. 消防費 1,263,759 3,597 1,267,356
10. 教育費 2,351,359 -56,520 2,294,839
11. 災害復旧費 118,488 40,500 158,988
12. 公債費 2,200,687 2,008 2,202,695
13. 諸支出金 284,750 102 284,852
14. 予備費 30,000 0 30,000

計 17,026,714 68,223 17,094,937
（単位：千円）

平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
4
号
）

を
全
員
賛
成
で
可
決©やなせたかし

さくらてんし


